
医療機器等分野

現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

研究（実用化）開発の目標

浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果 開発者からの浜通り復興に

向けたメッセージ

　浜通り地域で初のバイオベンチャーの事業化を
目指し、ジーンクエストの連携支援の下、本事業の
実施と発展により、浜通り地域から、国内のみなら
ず海外にも本事業の成果を発信して行きます。そ
の過程で浜通り地域や福島県内への人的産業的な
還元を行います。更に本事業のノウハウを下敷きに、
骨粗鬆症だけでなく、他の疾患にも個々人に最適な
テーラーメイド治療情報の提供できる事業を展開し
たく、個々人に最適なテーラーメイド抗骨粗鬆症治
療情報の提供を目指します。

公益財団法人ときわ会　先端医学研究センターセンター長　加藤茂明
株式会社ジーンクエスト　代表取締役　高橋祥子

　抗骨粗鬆症治療に関して報告されてい
る遺伝子多型を解析するための、ゲノム
解析システムと施設（ジェノタイピング
検査センター）の整備はときわ会内でほ
ぼ完了しました。またゲノム解析に必要
な技術についても確認しました。現在診
断アルゴリズムの開発を目指し、ヒト検
体でのジェノタイピングの実装と骨量形
態解析等を開始しました。

　福島県浜通りは東日本大震災による３
重被害により地域全体が急激に高齢化し
ているため、早急に骨健康を維持し、骨
折—寝たきりを防ぐ方策が必要不可欠で
あり、本事業開発をまず福島県で実証を
行うことで、福島県住民の医療・健康に
大きく資する可能性があります。更に全
国に普及を図る事で、本事業関連実用化
例として産業的にも先導的な立場に立て
ます。更に本事業実施により、周辺のゲ
ノム最新技術の習得や、実用化開発のた
めの基盤研究体制の構築を通じ、新規課
題開拓や新規雇用等の人材獲得等の波及
効果が期待出来ます。

　約 1300 万人の骨粗鬆症患者をターゲットに、
個々人に最適なテーラーメイド抗骨粗鬆症治療
情報の提供を目指します。その過程で、骨量や
他の疾患に関する遺伝学的要因の解明とその実
用化開発を更に進めるとともに、検査センターの
拠点を置く福島県内に売上の一部が反映されま
す。また、検査需要の拡大に伴い、検査センター
での雇用創出にも繋がると期待できます。

　骨粗鬆症は骨折しやすくなるだけでなく、骨
折することで身体全体の不調を招きます。治療
法としては、食事療法・運動療法・薬物療法が
あるが、その効果には個人差が大きい事が知ら
れています。そこで本事業では、この個体差と
遺伝子多型についての研究および事業開発を行
い、骨粗鬆症患者の個々人に最適なテーラーメ
イド治療法の開発が望まれています。

実施期間：2018年度～ 2020 年度　実用化計画開発実施場所：いわき市

遺伝子多型に基づいた骨粗鬆症のテーラーメイド診療事業
の研究開発
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財団法人ときわ会、㍿ジーンクエスト
　骨折危険因子である骨粗鬆症の患者数は社会全体の高齢化に伴い年々増加しており、社会的にも問題となって
います。浜通りでの健康寿命延命のためにも、骨粗鬆症予防は重要な課題です。本事業では、骨粗鬆症の発症予
防や治療に関する遺伝子多型診療についての研究および事業開発を行うことで、骨粗鬆症患者の個々人に最適な
テーラーメイド治療法を提供できる仕組みを社会実装します。

　株式会社ジーンクエストは、個人向け遺伝子検査事業の先駆者であ
り、抗骨粗鬆症治療に関して報告されている遺伝子多型から、診断ア
ルゴリズムの開発を行います。一方公益法人ときわ会ではこれまで骨
粗鬆症対策に関連して、病院内で複数部局と連携を図り、骨折予防プ
ログラムに注力してきました。本事業により測定拠点の開設を行い、
ヒト検体から最新ゲノム技術により遺伝子多型を解析し、現在開発を
進めている骨トレと呼ばれるトレーニング指導に、遺伝子多型解析の
結果を加える形で、個々人に最適なテーラーメイド抗骨粗鬆症治療を
行っていきます。
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　弊社は、SiC 半導体を応用した技
術・製品を市場に供給し、医療、産
業分野等の進化に貢献します。事業
を発展させ地元雇用の拡大を図り、
浜通り地域の復興に少しでもお役に
立つ事ができれば嬉しく思います。

　弊社の保有する最先端の SiC パワーエレクト
ロニクス技術を、お客様のニーズにあわせて、色々
な形態（デバイス、モジュール、システム等）で
お届けすることが可能です。
　高電圧技術、大電流技術を必要とされる企業様、
或は研究機関様がおられましたらソリューション
をご提供させて頂きますので、情報交換させて頂
けましたらましたら幸甚です。

福島 SiC 応用技研株式会社
代表取締役
古久保雄二

　SiC-SBD（ シ リ コ ン カ ー バ イ ド 製
ショットキーバリアダイオード）を用い
た高電圧ダイオードの開発に取り組み、
1.2kV 耐圧の SiC-SBD チップを 20 個
直列接続することで 24kV 耐圧の小型ダ
イオードを開発しました。これにより従
来の Si 製ダイオードでは不可能な高周
波 CW（コッククロフト・ウォルトン）
回路が実現できました。
　すでに、弊社内評価において 300kHz
動作が確認できています。CW 回路の高
周波動作が可能になった事でコンデンサ
の小型化も可能となり、電源装置全体の
小型化に大きく寄与します。

　平成 29 年 1 月の楢葉工場操業開始以
降、32 社の地元企業様と新規に取引を
させて頂きました。
　平成 30 年度の補助事業において、浜通
り地域での消費割合は、97％で消費額は
4 億 8850 万円の見込みです。平成 31年
度もイノベーション・コースト構想補助事
業を中心に浜通り地区の地元企業様との新
規取引先開拓及び、発注拡大を積極的に展
開し、地元調達率向上を促進して参ります。
　今後、更に浜通り地域の雇用促進、地
元企業様への調達拡大を通して、震災前
の活気ある浜通り復活に貢献したいと思
います。

　2020 年度の最終的な成果目標は、B-NET 診
断装置の実用化開発です。
　2 年の補助事業期間に直接新規雇用として 2
名のエンジニアの新規雇用を計画し、すでに 2
名の直接新規雇用を実現した。更に管理面でも
1 名の新規雇用を実施しました。
　売上においても、2020 年に新規で 1 台の受
注が 15 億円で決定した。今後、2 ～ 3 台 / 年
の出荷が出来る体制を構築します。

　弊社が開発した SiC 加速器中性子源を使用する事で、従来のような
大規模な原子炉中性子源による、中性子照射設備ではなく、患者の周
囲に複数の SiC 加速器中性子源を配置し、中性子線による多門照射（複
数方向からの中性子照射）が可能となる非常にコンパクトな中性子照
射装置が実現できます。（図イラストご参照ください）
　多門照射を行う事で、体の奥深くにある患部まで中性子線が届けられる
ようになり、開頭手術、開腹手術が不要な BNCT がん治療装置としても使
用可能です。（BNCT：Boron Neutron Capture Therapy、中性子線を用いた放射線がん治療装置）

　従来の PET 診断装置で必要な薬剤の代わり
にホウ素プローブを使用する事で、サイクロト
ロンやホットラボ等の高価な付帯設備が不要
で、経済的・スペース的に導入が困難であった
小規模な病院でも導入が見込めます。
　結果として、検査可能な施設の拡大が見込め、
検査費用の軽減にも繋がります。また、放射性
薬剤を投与しないので、診断時の被ばく量を
1/2 以下に抑制できます。

B-NET（Boron-Neutron Emission Tomography）
診断装置の実用化開発

実施期間：2018年度～ 2019 年度　実用化計画開発実施場所：楢葉町

　Si( シリコン ) に代わる半導体材料である、SiC（シリコンカーバイド）を使用した、半導体を応用して、これま
での製品では実現できなかった、高出力、高速スイッチング、高温動作が可能な高電圧パルス発生器や、高電圧
直流電源などを開発しています。開発した電源装置を静電加速器と組み合わせて、SiC 加速器中性子源を開発して
中性子線による核医学診断装置や、放射線がん治療装置などを開発しています。

福島SiC応用技研株式会社

2018年度開始
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2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




